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新春

みなさま、あけましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いします。

さて、2018年は、どのような 1年でしたでしょ

うか。 6月に大阪北部地震、 7月の西日本豪雨で

は岡山、広島、愛媛に甚大な被害をもたらしまし

た。そして 9月の北海道北胆地震、 8月から10月

にもかけて何度も台風が上陸し、自然災害が頻発

した年となりました。みなさまからは温かい支援

金をお送りいただくとともに、兵庫県から岡山県

へ被災状況を把握するための調査のため、会員の

方を派遣させていただくことができました。この

場をお借りしてお礼申し上げます。

2018年度は社会福祉法改正による「地域共生社

会」の位置づけや介護保険法改正による「共生

型サービス」が新設されるなど「地域共生社会」

に向けた取り組みが推進されるとともに、2019年

度は子育て支援について保育料の無償化など全世

代型の社会保障制度の充実が進められていきま

す。平成から新しい時代に向けて私たち社会福祉

士へソーシャルワークの期待もますます高まって

います。

本会では、組織力向上のため「兵庫県社会福祉

士会2020・ 5 ヵ年発展計画」の推進に取り組んで

おり、入会促進キャンペーンを行うとともに、新

入会員に対する説明会「はじめのいっぽ♪」を開

催、地区ブロックでは「集い場」を拡大していま

す。みなさまのおかけで、2018年12月には会員数

は1,600名から1,680名超と着実に増加し、組織率

も16％台を維持しています。

また、 2月には近畿ブロック大会を 6年ぶりに

兵庫（神戸）で開催します。ぜひ、大会参加と運

営へのご協力をお願いいたします。

最後に、本年は亥（いのしし）年です。亥年の

方は、自我をしっかり持っておられる方で、何事

にも自身あふれた態度で接することができる指導

者タイプが多いといいます。意思強固でリーダー

シップがあり、すべての行動に対して沈着であ

り、熱心でひたむきな性格を有しています。また、

女性は活発で機知に富み、世話好き、家庭思いの

方が多いようです。「猪突猛進」という言葉があ

りますが、勇気があり、物怖じしないタイプです

ので、辛抱強く、何事も最後までやり遂げる意思

の強い、責任感のある方です。

一方、お人よしで人を簡単に信じてしまうこと

もあり、頑固者にみられる面もあるそうです。

本年も亥（いのしし）のように、初心を貫徹し、

多くの方に愛される会になりますよう一層努力し

てまいります。みなさまお一人おひとりのご活躍

をお祈りしています。

 会長　岡本　和久

◉  新年を迎えるにあたり
　～新しい時代に向けたソーシャルワークへの展望～
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報告 平成30年7月豪雨における災害支援活動について
報告　災害担当理事　槌谷　顕祐

　岡山県社会福祉士会からの協力要請を受け、災害支援活動者の登録をした12名の会員が、9月 1・
2日と 9月 8・ 9日の 2週に分けて、岡山市東区および北区へ災害支援活動に入りました（ 9月
8日は大雨警報が発令され、災害支援活動は中止）。支援活動の内容は、「お困りごと聞き取り訪
問」と題し、被災 2か月後の復興状況の確認と現状における不安や悩み等を聴き取り、法律や建築、
金融関係など専門相談等必要な支援および施策に結びつける家庭がないかを把握する（アウトリー
チ）ことでした。

【概要】

　 9月 1・ 2日の岡山市東区へ災害支援に入りましたが、災害支援活動の初
日ということもあり、活動拠点となっていた公民館は、県内および県外から
集まった多くの災害支援活動者やボランティアの方で騒然としていました。
2人 1組になって、割り当てられた地区（20世帯程度）に入り、被災者宅を
回りました。
　聞き取り調査をする中で、被災された多くの方が、
　①岡山市東区は約1,500戸の家屋が床上浸水等の被害を受けたが、死者が
出なかったということもあり、倉敷市真備町のようにメディアに取り上げら
れることが少なく、災害ゴミの撤去や床下の泥の除去を行う自衛隊やボラン
ティア等の人的支援がほとんどなかった。
　②同じ床上浸水した家屋でも、浸水の高さで補修に係る支援金の額が違う、市が指定する業者
の修繕対応が遅過ぎる。
など行政に対する不満を言われていました。

【内容】

　まず初めに、この度の西日本を中心とした 7月豪雨により、被災された皆様に心よりお見舞い申し
上げます。また、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対し、深くお悔やみを申し上げます。

災害支援メンバー

　「特に困ったことはないので大丈夫」と言われる方で、屋
内の状況を見ると修繕作業が全く進んでいないようなご家庭
もあったので、本人が「大丈夫」と言っていても環境の変化
がもたらす精神的な変化に留意し、短い関わりの中で真の
ニーズを引き出すことが、ソーシャルワーカーには求められ
ているということを実感しました。また、 1日目は曇り空で
湿気が高い、 2日目は日差しが強く気温が高いという過酷な
環境での長時間の災害支援は、自身の体調管理もとても重要
であると改めて実感することができました。

【所感】

災害支援
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報告 平成30年7月豪雨災害・災害支援金へのご協力
ありがとうございました

　 8月 3日から開始した平成30年 7 月西日本広域における豪雨災害の災害支援金募集について、
会員のみなさんの温かいご協力をいただき、ありがとうございます。
　 8月31日までに45名・ 2団体から311,580円のご協力をいただきました（こうのとり通信秋号に
掲載済）、その後11月30日までに 8名から130,000円、合計441,580円のご協力をいただきました。

　〇 寄付者一覧（お申し出順、敬称略）

　（個人）
森下　光夫 谷村　信子
村田　節子 土谷　長子
藤巻恵美子 森原寄指子
匿名希望　 2名

　被災状況や派遣時期によって被災地での活動内容に違いは
あるとは思いますが、今回の災害支援活動は、当会の災害支
援の在り方を 1つ示すことができたのではないかと思いま
す。今後の災害支援活動に繋げるためにも、災害支援委員会
等と協働してマニュアル作成や平時の対応等災害支援の体制
を整備していき、また今年度から日本社会福祉士会から各ブ
ロックに移管された災害支援活動者養成研修に多くの会員に
受講してもらえるようにもしていきたいと思います。いつ起
こるかわからない災害に迅速に対応していくことは簡単なこ
とではありませんが、少しでも被災地の復旧・復興に貢献で
きるような災害支援体制を構築していきたいと思います。

【今後に向けて】

活動説明会

報告 障がい者の地域生活支援研修（認証研修）

報告　障がい福祉委員会　委員長　植戸　貴子

開催日　　2018年 7 月28日、 8月26日、10月20日
会　場　　兵庫県福祉センター
受講者　　認証研修受講者15名／科目別履修者11名
講　師　　障がい当事者を含む外部講師および委員会メンバー

　いただきました寄付は災害支援活動費に充てるとと
もに、日本社会福祉士会へ支援金として送金しており
ます。
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兵庫県社会福祉士会
　マインドフルネス研修を終えて

報告　篠山市社会福祉協議会　岩木　太一朗

報告

　マインドフルネスとは、「今この瞬間」の自分に意識を向けて、あるがままに受け入れることで、ス
トレスを解消したり、ストレスへの耐性を身に付けることができます。
　 1日目は、東漸寺住職兼社会福祉士の不破住職から禅とマインドフルネスについてのお話を聞いた
り、岡本会長との対談がありました。学びの後は国領温泉に入り、夕食は東漸寺特製の薬膳カレーを
いただきました。食後は本堂にて寝禅（寝転んでする禅）を体験し、就寝までの時間は交流会を開催し、
参加者の親睦を深めました。
　 2日目の朝は座禅で始まり、朝食にはお粥をいただきました。研修は講師として認定ヨーガ療法士
の彼谷聡子氏をお招きし、ヨーガを通したリラックス方法を学びました。また、岡本会長からは専門
職のためのストレスケアと題して、ストレスとどのように向き合い、対処すればよいかを学びました。
　日常とは違う体験を通して、自分自身と向き合い、今後の社会福祉士活動に活かすことができる研
修となりました。また、普段お会いすることのない会員と交流することができ、とても有意義な 2日
間を過ごすことができました。

【研修】

開催日　　2018年 9 月29日、30日
会　場　　丹波市　東漸寺

ヨーガで瞑想 寝禅 ヨーガでリラックス

　障がい者の地域生活支援に関する理念、法制度、ライフサイクルに沿った支援、地域ネットワー
ク構築などについての講義のほか、障がい当事者とともにケア計画を作成するグループワークな
どを行いました。

【プログラム】

　昨年度に引き続き、今年度も障がいのある当事者を講師としてお招きしました。受講者が当事
者とやりとりしながら、想いに寄り添い、望む地域生活のイメージを一緒に作っていくというグ
ループワークでは、障がい者の地域生活支援、ひいては地域におけるソーシャルワークのあり方
を再確認するよい機会となりました。来年度は、さらに内容を充実させていきたいと考えていま
すので、一人でも多くの方が受講してくださるのをお待ちしています。

【所感】
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　こうのとりのゆりかごについて間接的に勉強する方法はいくらでもあるかもしれませんが、施
設見学の醍醐味は実際にその地を訪れ、その場所を五感で感じられること！
　今回も、実際にゆりかごへと続く道を歩き、扉の前に立つことで、現在まだ日本にただ 1つの
こうのとりのゆりかごに、日本全国から何時間もかけて預けに来られる人はどんなに悩んで不安
ですがる思いでここへ来られるだろうと、その時の心境に思いを馳せることができました。これ
こそが、実際に見学させていただいてこそ感じられる支援の原点ではないかと思いました。

【所感等】

報告 施設見学
熊本慈恵病院　こうのとりのゆりかご

報告　研修委員会

開催日　　2018年10月13日～10月15日　　参加者数　　22名
会　場　　熊本県　慈恵病院

　慈恵病院はハンセン病患者を救うため、ローマから派遣された神父と 5人のシスターにより創
設されました。「こうのとりのゆりかご」へと続く道を歩き、赤ちゃんを預ける扉を見せていただ
きました。扉の横には「まず相談を」と呼びかける看板があり、扉を開けても「お母さんへ」の
手紙を受け取らないと赤ちゃんのベッドは開けられないシステムとなっていました。病院は、居
心地が良く安心して落ち着けるような内装でした。見学の後は、蓮田理事長よりこうのとりのゆ
りかごの現状や課題について講義を受けることができました。新生児特別養子縁組に力を入れて
おられることや海外では 1つの国に何十か所もこのような窓口があるなど大変興味深いお話でし
た。

【研修概要】

報告 施設参観（大阪刑務所）

開催日　　2018年11月 6 日　　参加者数　　29名
会　場　　大阪刑務所

　更生支援委員会では、例年、刑務所等への参観を企画しています。参観を通じて改善更生や社
会復帰について、学び、考える機会にしています。

【研修概要】

報告　兵庫県社会福祉士会更生支援委員会　武藤　直弥

　見学会の内容は、施設紹介ビデオによる紹介、施設内見学、最後に質疑応答でした。
　大阪刑務所はJR堺市駅から歩いて5分ほどの距離にあり、隣接施設として大阪少年鑑別所、大
阪医療刑務所のある、西日本最大の刑事施設です。2,500名ほどの収容定員をもち、外国人を含め
た男性受刑者が入所しています。

【所感等】
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　基調講演は福祉職として、災害発生と被災者支援の変遷、職能団体による支援と多機関連携等
を実践も交えて聞け、災害時を考える良い機会になり、シンポジウムでは地域で災害に取り組ま
れている方々の意見を伺えコーディネーターの運営に場もなごみました。
　ソーシャルワークの倫理についてのグループワークでは、 1つの事例を通して、どこに問題があ
るのか、なぜ不具合が生じるのか、「意思決定」とはどういうことかについて話し合いました。パター
ナリズムの危うさは重々承知しているものの、支援の現場では支援者側の価値観や都合を優先させ
て進めてしまう場合が全く無いわけではないと思います。本人の意思を尊重する、意思表明が難し
い場合は意思決定の支援を行う、ソーシャルワーカーとして当然に備えて置かなければならない価
値観であるが、これまで多忙な日々に追われ疎かにしてしまう瞬間が無かったか。自分自身の支援
のあり方を振り返るきっかけになったように思います。
　ソーシャルワークの理論についてのグループワークでは、また別の事例を通して、支援者の働き
かけなどがどのモデル、アプローチに該当するかを話し合いました。聞き上手・話させ上手という
だけでは、相談援助の専門職であるとは言えません。「ただ何となく」「良かれと思って」というよ

【所感等】

報告 兵庫社会福祉セミナー in淡路

開催日　　2018年11月10日～11日　　参加者数　　 1日目　59名　　 2日目　46名
会　場　　洲本市文体育館
プログラム　　 1 日目　基調講演 災害支援における地域と福祉の連携
  　～福祉専門職にできること～
 講　　師 凪　　保憲（淡路市社会福祉協議会　事務局長）
 シンポジウム 福祉専門職と地域の関わりを考える
 シンポジスト 土井本　環（阿万市民交流センター長・阿万地区公民館長）
  後藤　直子（南あわじ手をつなぐ育成会　会長）
  清水　　茂（兵庫県防災士会淡路エリア事務統括　洲本市議会議員）
 コーディネーター 城田　知志（洲本市社会福祉協議会　次長）
　　　　　 2 日目　グループワーク 倫理を学ぶ　独立型社会福祉士支援委員会
 グループワーク 理論を学ぶ　ソーシャルワーク研究委員会

　庁舎の奥は手前側が居室棟、奥が作業棟となっています。施設内見学では、居室棟の外国人用単
独室と共同室を、作業棟の木工と洋裁の作業を見学しました。木工では彫琢された花台を作り、洋裁
では現地の伝統工芸の堺式手織物といわれる技法で、写真を参考にしながら観賞用の絨毯を手で織り
込んでいました。
　質疑応答の中では、受刑者の帰住先の調整を行ったり、所内での就労支援について質疑が交わ
されました。また、「高齢化により介護の必要性が出てきているが、刑務所で、介護をどこまで行
えるのか」という質問があり、所に配置された社会福祉士が「刑務官と福祉職との意見の違いが
出てくるところなのではないか」と言われました。この答えを聞いて罪を償う人に対して、公が
支援を行うことの葛藤を感じました。
　今回の貴重な機会を活かして、普段接する利用者の体験に一層寄り添えるよう頑張りたいと思
います。

報告　淡路ブロック　岡　真奈美
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障がい福祉委員会 委員長　植 戸 貴 子
委 員 会
だ よ り

<委員会会場>
　東部在宅障害者福祉センター 2 階・趣味
創作室
（JR灘駅南すぐ・阪神岩屋駅より北へ徒歩 2
分・阪急王子公園駅より南東へ徒歩10分）

<委員会内容>
　現在、委員会メンバーは12名で、原則と
して偶数月の第 2 日曜日の午前に定例委員
会を開催しています。
　昨年度から当委員会が中心となって認証研
修を実施しているので、定例委員会ではその
準備や振り返りを行っています。そのほか、
委員会メンバーの障害福祉に関する知識・理
解・実践力の向上を目指して、情報交換や意

見交換も行っています。
　認証研修のさらなる充実、委員会メンバー
同士の学び合い、そして委員会メンバー以外
の方々への情報発信など、障害福祉に関する
啓発・アドボカシーにも力を入れていきます。

＜今後の予定＞
　今年度の活動を振り返って新年度に向けた
準備を行うとともに、実践現場における困難
や課題を分かち合うことで、委員会メンバー
のエンパワメントを図っていきます。
　委員会開催予定：2019年 2 月17日（日）
10：00～12：00、東部在宅障害者福祉センター
（ 2 月の第 2 日曜は近畿ブロック大会が実施
されるため、第 3 日曜日の実施となります）

うな曖昧な支援では専門性を謳うことができず、言葉掛け一つをとっても、それは根拠に基づいて
いるものであり、それを認識して日々の実践を行う必要があるのだと強く感じました。社会福祉士
の専門性とは何か、それを言語化することが苦手な人は少なくないかもしれません。しかし、根拠
に基づいた実践であると認識することで、日々の実践に自信が持てるとともに、言語化すること
で後進育成にも役立ち、結果としてよりよい支援へと繋がるのではないかと思います。そういっ
た実践研究を行い、広く発信していくことで、図らずとも社会福祉士の認知度向上に繋がり、ひ
いては社会福祉士の処遇改善にも繋がるのではないかと壮大な思いに至りました。
　この二日間は他職種の方々が沢山ご参加・ご協力いただき、淡路ブロック創設当初からの「つ
ながり」を意識した会になったと思います。

セミナー1日目 セミナー2日目
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　あけましておめでとうございます。みなさんにとってよい年でありますように。

【活動報告】
　 9月22日　「Le Lien（ル・リアン）」秋のバーベキュー大会
　　　　　　於：みのたにスポーツガーデンホテル
　11月 4 日　まちかど無料相談会　於：デュオこうべ・採光ドーム
　11月10日　研修会　テーマ「多様性のある神戸の福祉を語り合う」
　　　　　　講師：神戸市保健福祉局生活福祉部長　上田智也氏
　　　　　　於　：兵庫県中央労働センター

【今後の予定】
　2019年 3 月 7 日（木）　施設見学会「加古川刑務所」

～秋のバーベキュー大会の様子～
　天候にも恵まれ、たのしく和気
あいあいと語らい、焼き肉とおい
しい飲み物に舌鼓を打ちました。
また、参加者から、ファミリー向
けの交流会を今後も開催してもら
いたいと伺いました。

～まちかど無料相談会の様子～
　朝の10時から15時までの間に、ポ
ケットティッシュのノベルティを
市民の皆さんに手渡し、市民のみな
さんから多くのご相談をいただき
ました。また、社会福祉士とは何か
と聞かれるより、お世話になってい
ますと言われるほうが多くなって
きたのが印象的でした。

～研修会の様子～
　講師と参加者同士でくらし支援
や福祉だけでなく、歴史や社会学的
なことなど、多種多様な話題を共有
できる研修となりました。また、参
加者も国際性豊かな顔ぶれでした。

【お知らせ】
●　Facebook（フェイスブック）あります。検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロックまで。
●　神戸ブロックのメーリングリストへのメールアドレスは下記の通りです。
　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com

神戸ブロック（ブロック長　増山　陽子）
ロックインフォメーション　①ブ
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　当ブロックでは、 2か月に 1回役員会を開催するとともに、地域部会の活動を中心に、会員の
交流や学習の場所作りを推進しています。

【活動報告】11月 2 日　夜の集い場IN西宮（ナイト☆カフェ）
　 　 　  11月17日　親子カフェ集い場（西宮）

【阪神ブロックメーリングリスト登録のお願い】
　阪神ブロックの方で、当ブロックのメーリングリスト登録をしていないかたは、担当者宛にメー
ルを送信し、アドレス登録をお願いいたします。

　阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先
　SW_hanshin@yahoo.co.jp

阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション　②ブ
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　当ブロックでは顔の見える関係づくりを基本に、交流会、研修会などの活動を行っています。
西はりまブロックは広い圏域です。そして地道に素敵な活動を展開している仲間がいます。「あっ！
あの活動は彼がやってるんだ」「あの人に会いたいな」という出会い、語ることによる新しい気付き、
一緒に創り出していく喜びを大切にします。
ブロックは本会活動の窓口です。本会との連携のもと 5ヶ年計画の推進を図り、職能団体として
の安定的な発展並びに社会福祉士の活動を展開させていきましょう。

【活動報告】
　「西はりまブロックプレミアムフライデー」
　　 メーリングリストやFacebookで案内しておりますが、ブロックでは基本毎月最終金曜日にプ
レミアムフライデーを開催し、つどいの場をつくり交流を深めています。会員、非会員、こ
れから資格を目指す方などお誘い合わせの上どうぞ。出会いを大切に楽しい時間を過ごしま
しょう。　

　　塩尻　点（しおじりともる）ts.shio@nike.eonet.ne.jp

【今後の予定】研修案内を参照ください。
　・2019年 2 月 2 日（土）　「コミュニケーション技術を考える」講師：坂井　聡氏
　・2019年 3 月 2 日（土）　「まとめる力（仮題）」講師：岡田英之氏
　・2019年 5 月26日（日）　西はりまブロック総会　記念講演講師：加藤忠相氏

【西はりまブロックメーリングリスト登録のお願い】
　※メーリングリスト登録方法
　・hacsw.nishiharima@gmail.comへ　氏名、メールアドレスを記載メールを送ってください。
　・hacsw-nishiharima@googlegroups.comから登録完了メールを送付いたします。

　※Facebook
　・PCスマホなどから「西はりま地区ブロック」と検索してください。
　・イベント、研修案内などアップしますのでご参照ください。
　・「いいね」「フォロー」よろしくお願いします。

西はりまブロック（ブロック長　塩尻　　点）
ロックインフォメーション　③ブ
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はじめに／メーリングリストの活用についてはじめに／メーリングリストの活用について
現在兵庫県社会福祉士会では、ひよこメーリングリストの運営をしています。登録すると便利
なので、ご紹介させていただきます。

何ができるの?何ができるの?
登録者に対して一斉に同じ内容の文章を送信することができ、情報の共有が即座に行えます。
また登録者は全員が発信者にもなることができ、発信者のトピックスについて登録者全員で双方
向的なやりとりが可能になります。
事務局からは、日本社会福祉士会や関係団体、兵庫県下の事業所のイベント情報や求人情報な
どをタイムリーに発信しています。
登録していない方にはその情報は届きません。

 注意点  
・ひよこMLに登録しているアドレスを変更する場合は、ホームページの「お問い合せ」からご
連絡ください。アドレス無効によりエラーで戻ってくる場合は、メーリングリストから削除さ
せていただきますので、予めご了承願います。
・携帯電話のメールアドレスでも登録は可能ですが、迷惑メール設定等によりメール受信ができ
ない場合もあります。パソコンやフリーメール等での登録を推奨しています。

メーリングリストとは

〈登録方法〉
①兵庫県社会福祉士会のホームページ
　 （http：//www.hacsw.or.jp）にアクセスす
る。

② ページ左の「メーリングリスト」という
リンクにアクセスする。

③ 「メーリングリストについてよくあるご
質問」をご一読ください。

④必要事項を入力し、送信する。

以上の手順を踏んでいただき、事務局で会
員かどうかの確認の上で登録いたします。
会員確認する都合上、即日登録できないこ
とをご了承ください。

ＱＲコードはこちら

メーリングリスト登録方法
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 伊東　圭一

酒井　淳子

西垣　和仁

胡中　智礼

薄木　公平

冨田　洋介

近藤　健太

𩵋住　　剛

山内　賢治

福田　崇徳

谷口　智昭

國本　康夫

原田　和明

植戸　貴子

石原知佳子

岸　　剛健

田邉　哲雄

sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp

おかげさまで10周年目‼

これからも初心を忘れず
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施設見学会＆交流会のご案内
　神戸ブロックでは加古川刑務所の見学会（参観）を行います。最近はテレビなどで
も報道されることが多くなった刑務所。それぞれがいろいろな事情を背景に、心なら
ずも入所してしまった刑務所ですが、刑期を終え社会復帰後には二度と戻ってくるこ
とのないようにと再犯防止に力を入れています。今回は女子施設における地域連携事
業を中心に説明いただきます。

また見学会の後、東播ブロックとの交流会も行います。普段はあまり交わる機会が
ない他所のブロックの方々と交流し、情報交換や親睦を深めましょう！

見学会、交流会だけの参加や他ブロックの方も可能ですので、ぜひご参加下さい。 

記

　＜見学会＞ 

　　会　　　場　：　加古川刑務所　（住所：加古川市加古川町大野１５３０） 

　　日　　　時　：　平成３１年３月７日（木）　　１３：３０～１６：００ 

　　集 合 場 所　 ：　無料送迎バス利用の方　※ 申し込み用紙に記入して下さい 

     …　 JR加古川駅　北側　   １３：００ 

　　　　　　　　　　現地に直接来られる方　…　正門を入り左側付近　 １３：２０ 

　　定　　　員　：　２０名 

　　問い合わせ　：　📞 ０７０−１２３９−１８７３　（遠藤） 

　　　　　　　　　　✉  itaruoffice@gmail.com 
＜交流会＞ 

　 　会    　  場   ：　JR加古川駅周辺 

　 　参   加   費   ：　３，５００円程度（当日徴収します） 

　 　問い合わせ  ：　📞 ０７０−１２３９−１８７３　（神戸ブロック遠藤） 

　　　　　　　　　   📞 ０８０–５３５７–０２８０　（東播ブロック石原） 

                             　   　   ✉  cocoron20090626@yahoo.co.jp 

徴収します）

８７３　（神戸ブロック遠藤）

２８０　（東播ブロック石原）

yahoo.co.jp
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申込先ＦＡＸ番号：０７８－２６５－１３４０

申込締め切り　２０１９年 ２ 月 １５ 日（金）

加古川刑務所見学会  ＆  東播・神戸ブロック交流会　申込書

　刑務所見学会 参加する　　　・　　　参加しない

　送迎バス（無料）
希望する　　　・　　　希望しない

（現地に直接来られる方は、刑務所正門を入って左側付近警備の所で受付をしてお入り下さい）

　交流会 　参加する　　・　　参加しない　（会費は当日現地で徴収します）

　＊以下、※印は刑務所参観申込に必要ですので必ずご記入ください。
　（交流会のみ参加の方は年齢・所属は割愛していただいても構いません）

　※ 氏名 　※ 年齢 　　　　才

　※ 所属（職業） 　電話番号

　住所 　会員番号

　Email：

　＊服装について　ジーンズやジャージ、そのほか派手なものはお避け下さい。

質　問　票　

（参観後、質疑応答時間がありあます。刑務官に聞きたいことなどがある方は、こちらに
ご記入ください。当日質問も可能です。）

　例）「面会や手紙のやりとりは制限があるのですか？」
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TEL&FAX -491-3909  bouzu@sd5.so-net.ne.jp 

http://753an.blog.so-net.ne.jp/ 
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事務局情報
会　員　数
　正会員1,688名（2018年11月末現在）

　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入

会をお誘いください。

理事会報告
2018年度　第 4回理事会

日　時：2018年10月27日

場　所：兵庫県福祉センター　203

出　席：理事　16名　監事　 2名

＜審議事項＞

○2018年度上半期決算及び補正予算について

○ 日本社会福祉士会会員管理委託解除及び会

員管理システムについて

○ 一般社団法人理事就任登記漏れに対する過

料決定について

○次年度事務局体制について

＜報告事項＞

○ 2019年度日本社会福祉士会　理事改選につ

いて本会から中山副会長が立候補する。

○苦情案件について

○災害支援に関する規程について

○ブロック活性化

　・集い場を増やす

　・認定社会福祉士を増やす

　・国家試験対策、自主ゼミを増やす

今後の予定
　2018年度　理事会・総会のご案内

【理事会開催日程】

　第 6回　理事会　 2月16日（土）

【総会開催日程】

　第19回　総　会　 3月23日（土）

　　　　　　　　　（2019年度予算）

　協議事項等がありましたら、各理事又は事

務局へご連絡ください。
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　　　　事務局連絡先　　　　

　【事務局メールアドレス】

　　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp

　【ぱあとなあ兵庫事務局】

　　電話：078-222-8107

　　　　partner-jimu@hacsw.or.jp

　【研修申込専用メールアドレス】

　　　　entry@hacsw.or.jp

　【事務局】

　　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会

　　〒651－0062

　　　　神戸市中央区坂口通2－1－1

　　　　兵庫県福祉センター5階

　　　　電話：078－265－1330

　　　　FAX：078－265－1340

　【事務局員】

　　事務局長　　西野　佳名子

　　事務局員　　中村　智穂美

　　事務局員　　北野　和香子

　　事務局員　　胡中　智礼

　　事務局員　　井上　一三

　　事務局員　　本多　武史

　　事務局員　　笹岡　久美

　　事務局員　　萩原　美千紘
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